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１　

条
例
制
定
に
至
っ
た
経
緯

（
１
）
背
景

京
都
市
内
に
は
、
い
わ
ゆ
る
京
町
家
な
ど
の
、
歴

史
都
市
・
京
都
の
景
観
を
形
成
し
、
生
活
文
化
を
伝

え
る
伝
統
的
な
木
造
の
建
築
物
が
数
多
く
存
在
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
建
築
物
は
、
良
好
な
状
態
で
次
世

代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貴
重
な
景

観
的
、
文
化
的
な
財
産
で
あ
る
。

し
か
し
、
建
築
基
準
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

で
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
と
い
っ
た
特
に
価
値
が

高
い
建
築
物
を
除
き
、
既
存
の
建
築
物
に
増
築
等
の

建
築
行
為
を
行
お
う
と
す
る
場
合
、
法
が
定
め
る
規

定
に
適
合
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
伝
統
的
な
意

匠
形
態
を
保
存
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
建
築
物
を
使

い
続
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
法
第
３
条
第
１
項
第
３
号
の

規
定
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
宝
・
重
要
文
化

財
の
み
な
ら
ず
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
重
要
建
造

物
な
ど
の
、
景
観
的
、
文
化
的
に
特
に
重
要
な
も
の

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
伝
統
的
な
木
造
の
建
築
物

に
つ
い
て
、
法
の
適
用
を
除
外
し
、
現
行
の
法
の
下

で
は
困
難
で
あ
っ
た
建
築
行
為
を
可
能
と
す
る
、「
京

都
市
伝
統
的
な
木
造
建
築
物
の
保
存
及
び
活
用
に
関

す
る
条
例
」（
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
を
制
定
し
、

平
成
24
年
４
月
１
日
に
施
行
し
た
。

【
参
考
】
建
築
基
準
法
（
抄
）

第
３
条　

こ
の
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及

び
条
例
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

京
都
市
伝
統
的
な
木
造
建
築
物
の
保
存
及
び

活
用
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

京
都
市
都
市
計
画
局
建
築
指
導
部
建
築
指
導
課
企
画
基
準
係
長
　
吉
田　

純

先進・ユニーク条例【解説】

京都市内には、京町家などの歴史都市の生活
文化を伝える木造建築物が数多く存在してい
る。しかし、国宝や重要文化財といった特に
価値が高いと認められた建築物を除き、増築
や用途変更を行う場合、建築基準法が定める
規定に適合させる必要があり、伝統的な意匠
形態を保存しながら使い続けることが困難で
あった。そこで景観的、文化的に特に重要な
ものについては建築基準法の適用を除外し、
これら伝統的木造建築物に適した安全性を確
保するための条例を制定した。

京都市

当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

１　

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
２
１
４

号
）
の
規
定
に
よ
っ
て
国
宝
、
重
要
文
化
財
、

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
指

定
さ
れ
、
又
は
仮
指
定
さ
れ
た
建
築
物

　
（
中
略
）

３　

文
化
財
保
護
法
第
１
８
２
条
第
２
項
の
条
例

そ
の
他
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
現
状

変
更
の
規
制
及
び
保
存
の
た
め
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
建
築
物
（
次
号
に
お
い
て
「
保
存

建
築
物
」
と
い
う
。）
で
あ
っ
て
、
特
定
行
政
庁

が
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
て
指
定
し
た
も
の

　
（
以
下
略
）
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（
２
）
伝
統
的
な
木
造
建
築
物
に
係
る
法
上
の
課
題

戦
後
の
復
興
の
一
翼
を
担
っ
て
登
場
し
た
法
の
仕

組
は
、
新
築
を
主
眼
に
構
築
さ
れ
た
傾
向
が
強
く
、

既
存
建
築
物
に
対
し
て
は
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の

修
繕
・
模
様
替
等
の
際
に
性
能
を
現
行
の
建
築
基
準

ま
で
高
め
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
（
以
下
「
法

の
遡
及
適
用
」
と
い
う
。）。
こ
の
仕
組
は
建
築
物
の

建
替
え
を
促
進
し
、
建
築
物
単
体
、
ひ
い
て
は
都
市

全
体
の
安
全
性
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
一
方
、
増

築
等
に
伴
い
求
め
ら
れ
る
改
修
工
事
が
大
掛
か
り
に

な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
既
存
建
築
物
の
改
善
自
体
を

停
滞
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
凍
結
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

特
に
伝
統
的
な
木
造
建
築
物
に
関
し
て
い
え
ば
、

増
築
等
の
際
に
現
行
の
建
築
基
準
に
適
合
さ
せ
よ
う

と
す
る
と
、
伝
統
的
な
意
匠
形
態
が
残
せ
な
い
と

い
っ
た
場
合
も
多
く
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
法
の

遡
及
適
用
が
さ
れ
な
い
範
囲
の
小
修
繕
に
留
め
る
、

あ
る
い
は
適
切
な
手
続
を
経
ず
に
工
事
を
実
施
す
る

と
い
う
事
例
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
所
有
者
が
価

値
あ
る
木
造
建
築
物
を
残
そ
う
と
し
て
も
、
現
行
の

建
築
基
準
ま
で
建
築
物
の
性
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、結
果
的
に
保
存
を
あ
き
ら
め
、

除
却
・
建
替
え
を
選
択
す
る
と
い
う
残
念
な
話
も
耳

に
す
る
。

近
年
、
国
に
お
い
て
は
、
既
存
建
築
物
に
対
す
る

制
限
の
緩
和
（
法
第
86
条
の
７
）
や
遡
及
内
容
へ
の

対
応
に
時
間
的
な
猶
予
を
認
め
る
全
体
計
画
認
定
制

度
（
法
第
86
条
の
８
）
の
創
設
な
ど
、
法
に
お
け
る

既
存
建
築
物
に
対
す
る
規
定
の
合
理
化
が
行
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
伝
統
的
な
木
造
建
築
物
の
軒
裏
に

よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
木
材
を
化
粧
と
し
て
使
う
仕

様
が
防
火
性
能
が
求
め
ら
れ
る
軒
裏
の
仕
様
と
し
て

告
示
化
（
平
成
16
年
告
示
第
７
９
０
号
（
平
成
12
年

告
示
第
１
３
８
０
号
の
追
加
）
他
）
さ
れ
る
な
ど
、

一
定
の
条
件
下
で
は
、
既
存
の
伝
統
的
な
木
造
建
築

物
に
増
築
等
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
伝
統
的
な
意

匠
形
態
を
保
存
し
な
が
ら
建
築
物
を
使
い
続
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
ケ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
お
り
、
伝
統

的
な
木
造
建
築
物
を
良
好
な
状
態
で
次
世
代
に
継
承

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
。

２　

条
例
の
概
要

（
１
）
目
的
（
第
１
条
）

こ
の
条
例
の
目
的
は
、
第
１
条
に
お
い
て
、「
伝

統
的
な
木
造
の
建
築
物
が
、
歴
史
的
な
町
並
み
そ
の

他
の
市
民
及
び
地
域
の
文
化
を
形
成
す
る
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
当
該
建
築
物
の
保
存
及
び
活
用
が
本
市

固
有
の
趣
あ
る
市
街
地
の
景
観
の
保
全
及
び
文
化
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
建
築
物
を
保
存

し
、
及
び
活
用
し
、
並
び
に
そ
の
安
全
性
の
向
上
及

び
維
持
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
建
築
物
を
良
好
な
状
態

で
将
来
の
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
」と
規
定
し
て
い
る
。

（
２
）
対
象
建
築
物
（
第
２
条
第
２
項
第
１
号
）

条
例
の
対
象
と
な
る
建
築
物
は
、
景
観
的
、
文
化

的
に
重
要
な
も
の
と
し
て
法
令
等
に
位
置
付
け
ら
れ

た
木
造
建
築
物
で
、
法
の
施
行
日
（
昭
和
25
年
11
月

23
日
）
前
に
建
築
さ
れ
た
又
は
建
築
中
で
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
景
観
的
、
文
化
的
に
重
要

な
建
築
物
と
は
、
景
観
重
要
建
造
物
（
景
観
法
）、

図１　増築等により建築基準法が遡及適用される例

 

 

 

 

 

  

増築部分 

（建物内部） 
耐震改修を行おうとする場合、間
仕切壁を増設する必要から現在の
間取を維持できない可能性があり
ます。

（開口部） 
既存の木製建具を防
火サッシに取替える
必要があり、既存部分
の施工が大がかりに
なる場合があります。 

（軒先部分） 
既存の軒先が道路に
出ている場合は、突出
している部分を除却
する必要があります。 

（増築部分） 
既存部分がすでに建ぺい率制
限を超過している場合は、生活
に必要な水廻りの増築等であ
っても行うことができません。 
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登
録
有
形
文
化
財
（
文
化
財
保
護
法
）、
歴
史
的
風

致
形
成
建
造
物
（
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維

持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
）、
歴
史
的
意
匠
建
造

物
（
京
都
市
市
街
地
景
観
整
備
条
例
）
等
を
指
す
。

こ
れ
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
等
の
指
定
は
受
け
て

い
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
準
じ
て
、
景
観
的
、
文
化
的

価
値
を
有
し
市
民
に
と
っ
て
貴
重
な
建
築
物
に
つ
い

て
は
、
そ
の
保
存
及
び
活
用
に
当
た
っ
て
必
要
が
あ

れ
ば
法
の
適
用
を
外
し
、
そ
の
景
観
的
、
文
化
的
価

値
を
残
し
た
う
え
で
次
世
代
に
継
承
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
単
に
対
象
建
築
物
に
該
当
す
る
だ
け
で
本

条
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
第
４
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
保
存
建
築
物
と
し
て
登
録
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
条
例
に
基
づ
く
制
限
等
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
３
）
保
存
建
築
物
へ
の
登
録
の
提
案
（
第
３
条
）

対
象
建
築
物
の
所
有
者
は
、
対
象
建
築
物
の
保
存

及
び
活
用
を
図
る
た
め
、
法
の
適
用
除
外
建
築
物
と

し
て
の
指
定
（
法
第
３
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に

基
づ
く
指
定
）
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
な
と
き
は
、

市
長
に
対
し
、
保
存
建
築
物
と
し
て
登
録
す
る
よ
う

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
３
条
第
１
項
）

提
案
に
際
し
所
有
者
は
、
対
象
建
築
物
の
現
状
を

調
査
し
た
う
え
で
、
保
存
し
な
が
ら
使
い
続
け
る
た

め
の
建
築
計
画
や
、
安
全
性
向
上
、
維
持
管
理
に
関

す
る
計
画
を
記
載
し
た
「
保
存
活
用
計
画
」
を
立
案

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
対
象
建
築
物
が

存
す
る
敷
地
に
他
の
所
有
権
等
を
有
す
る
者
が
い
る

場
合
は
、そ
の
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
３
条
第
３
項
）

【
保
存
活
用
計
画
に
記
載
す
る
内
容
】

⑴
対
象
建
築
物
の
名
称
及
び
概
要

⑵
対
象
建
築
物
の
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

⑶
対
象
建
築
物
の
保
存
を
図
り
な
が
ら
、
活
用
す

る
た
め
に
必
要
な
増
築
等
の
工
事
の
内
容

⑷
対
象
建
築
物
の
安
全
性
に
関
す
る
事
項

⑸
対
象
建
築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項

⑹
こ
の
ほ
か
、
市
長
が
対
象
建
築
物
の
良
好
な
保

存
及
び
活
用
並
び
に
対
象
建
築
物
が
存
す
る
敷

地
の
周
辺
の
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
必
要

と
認
め
る
事
項

（
４
）
保
存
建
築
物
の
登
録
（
第
４
条
）

登
録
の
提
案
を
受
け
た
市
長
は
、
法
の
適
用
を
除

外
し
た
う
え
で
保
存
及
び
活
用
を
図
る
こ
と
が
適
当

で
あ
り
、保
存
活
用
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
交
通
上
、

安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
対
象
建
築
物
を
保
存
建
築
物
登
録
原
簿

に
登
録
す
る
。（
第
４
条
第
１
項
）

な
お
、
法
の
規
定
に
基
づ
き
法
の
適
用
除
外
建
築

物
と
し
て
指
定
す
る
際
に
は
、
建
築
審
査
会
の
同
意

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
条
例
で
は
保
存
建
築
物
の
登

録
を
行
う
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
京
都
市
建
築
審
査
会

の
意
見
を
聴
く
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。（
第
４
条

第
２
項
）

ま
た
、
保
存
建
築
物
の
登
録
を
行
っ
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
公
告
し
、
登
録
の
概
要
を
縦
覧
に
供
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
（
第
４
条
第
４
項
）。

（
５
）
現
状
変
更
の
許
可
等
（
第
３
章
）

所
有
者
は
保
存
活
用
計
画
に
沿
っ
て
増
築
等
を
実

際
に
行
う
際
、
建
築
確
認
申
請
等
の
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
た
手
続
の
代
わ
り
に
、
条
例
の
規
定
に
よ

る
現
状
変
更
許
可
（
第
７
条
）
や
完
了
検
査
（
第
14

条
）
等
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
所
有
者
に
は
保
存
建
築
物
を
適
切
に
管
理

す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
（
第
９
条
）、
日
常
的
、
定

期
的
に
保
存
建
築
物
の
状
態
を
調
査
点
検
し
、
そ
の

結
果
を
市
長
に
対
し
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
第
11
条
）。

（
６
）
違
反
に
対
す
る
措
置
等
（
第
10
条
、
第
21
条

及
び
第
５
章
他
）

条
例
の
規
定
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
許
可
等
に
違
反

し
た
者
に
対
し
、
市
長
は
法
と
同
様
に
工
事
停
止
、

又
は
除
却
、
使
用
制
限
等
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
、

第
５
章
に
お
い
て
は
違
反
者
に
対
す
る
罰
則
規
定
を

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
市
長
は
条
例
の
施
行
に
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
立
入
調
査
等
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

先進・ユニーク条例
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３　

保
存
建
築
物
の
安
全
性
等

（
１
）
最
低
基
準
と
し
て
の
建
築
基
準
法

法
の
第
１
条
に
は
「
こ
の
法
律
は
、
建
築
物
の
敷

地
、
構
造
、
設
備
及
び
用
途
に
関
す
る
最
低
の
基
準

を
定
め
て
、
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財
産
の
保
護

を
図
り
、
も
つ
て
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
法
は
、
公
共

の
福
祉
の
見
地
か
ら
、
構
造
耐
力
上
、
防
火
上
、
衛

生
上
等
の
安
全
性
及
び
好
ま
し
い
市
街
地
環
境
の
確

保
の
た
め
の
「
最
低
基
準
」
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

建
築
行
政
に
関
わ
る
者
は
、
こ
の
最
低
の
基
準
が
当

然
に
遵
守
さ
れ
る
よ
う
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
景
観
的
、
文
化
的
に
重
要
な

建
築
物
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
り
、
法
の
適
用
を
受

け
な
い
保
存
建
築
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
法
に

代
わ
っ
て
条
例
の
規
定
に
よ
り
担
保
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
条
例
で
は
建
築
物
の
状
態
や
市
街
地

環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
、
建
築
物
の
構
造

や
設
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

維
持
管
理
や
施
設
の
利
用
形
態
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の

対
応
も
評
価
し
な
が
ら
、
法
と
は
異
な
る
枠
組
み
に

よ
っ
て
安
全
性
等
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
と
し

図２　条例の流れ

 
所有者は、保存活用計画を添え、市長に対し、対象建築物を保存建築物として登録す
るよう提案します。              
 

 

所有者は、増築等の工事を行う前に、市長の許可を受ける必要があります。 

 
 

対象建築物の価値を残しながら現状を変更しようとする所有者は、建築物の現況を
調査したうえで、保存しながら使い続けるための建築計画や、建築物の安全性向上、
維持管理に関する計画を記載した「保存活用計画」を立案します。         
 
 

 
 

 
 

 建 築 工 事 開 始 

 
増築等の工事が適切に行われているかどうか、完了検査等を受ける必要があります。 

  
 

 建物の使用 

 
保存建築物の所有者等は、保存活用計画に記載された維持管理を行い、市長に対して、

その状況を定期的に報告します。 

 
 

 

市長は、所有者からの提案が適当であると認める場合は、保存建築物に登録し、建築
審査会の同意を得たうえで建築基準法の適用を除外します。 

 
 
 

    

保存活用計画 

 

町家の良さを生かしな
がら、バリアフリーの
トイレや浴室を増築で
きれば… 

 

  

住み慣れた町家
で快適に生活で
きるわ… 

「保存活用計画」の立案

市長へ提案所有者から

保存建築物の登録

現状変更の許可等

検 査

定期的な維持管理報告

図３　条例のイメージ

 

 

伝統的な木造建築物 

建築基準法 
伝統的な木造建

築物の保存・活

用が困難となる

場合は法の適用

を除外 

 条 例  
価値を踏まえ、

伝統的な木造建

築物に適した方

法で安全性等を

確保 

文化的価値 景観的価値 
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て
い
る
。

（
２
）
保
存
活
用
計
画

登
録
時
に
定
め
る
保
存
活
用
計
画
に
は
、
保
存
建

築
物
の
現
状
調
査
の
結
果
や
改
修
計
画
、利
用
計
画
、

維
持
管
理
に
関
す
る
内
容
等
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ

り
、
所
有
者
等
は
そ
の
保
存
活
用
計
画
に
従
っ
て
建

築
物
を
改
修
し
、
利
用
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行

う
こ
と
と
な
る
。
条
例
で
は
、こ
の
仕
組
に
よ
っ
て
、

保
存
建
築
物
の
安
全
性
等
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

以
下
に
保
存
活
用
計
画
に
定
め
る
内
容
の
う
ち
、

保
存
建
築
物
に
求
め
る
安
全
性
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
紹
介
す
る
。
こ
の
内
容
は
、「
保
存
建
築
物
の
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
指
針
」
と
し
て
定
め
、
当

課
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
の
で
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

ア　

建
築
物
の
現
状
調
査

対
象
建
築
物
の
傾
き
や
接
合
部
分
の
緩
み
、
構

造
部
材
の
腐
朽
状
態
及
び
軒
裏
や
外
壁
、
内
装
の

仕
様
等
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の

「
京
町
家
の
限
界
耐
力
計
算
に
よ
る
耐
震
設
計
お

よ
び
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
指
針
」
等
を
活
用
し

て
耐
震
診
断
を
行
い
、
対
象
建
築
物
の
構
造
特
性

を
把
握
す
る
。
ま
た
、
周
辺
市
街
地
環
境
へ
の
影

響
を
検
討
す
る
た
め
、
敷
地
内
の
す
べ
て
の
建
築

物
の
概
要
を
把
握
し
、
図
面
化
す
る
。

イ　

地
震
に
対
す
る
安
全
性

現
状
調
査
の
結
果
、
主
要
な
構
造
部
材
の
腐
朽

や
傾
斜
等
の
不
具
合
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
当

該
部
分
の
改
修
を
行
い
、
新
築
当
時
の
健
全
な
状

態
に
戻
す
と
と
も
に
、
当
初
の
段
階
で
の
必
須
事

項
と
し
て
震
度
６
弱
に
相
当
す
る
地
震
に
対
す
る

耐
震
性
能
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

最
終
的
な
目
標
と
し
て
は
、
震
度
６
強
か
ら
震

度
７
に
相
当
す
る
地
震
に
対
す
る
耐
震
性
能
を
確

保
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
段
階
的
な
対
応
を
許
容

し
、
建
築
物
を
使
い
続
け
る
な
か
で
行
わ
れ
る

様
々
な
改
修
工
事
の
機
会
を
捉
え
て
耐
震
性
能
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ウ　

火
災
に
対
す
る
安
全
性

防
火
性
能
に
つ
い
て
は
、
外
観
特
性
な
ど
対
象

建
築
物
が
有
す
る
価
値
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
出
火

拡
大
防
止
策
に
重
点
を
置
き
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
備
え
る
べ
き
火
災
安
全
性
を
、
①

出
火
防
止
性
能
（
火
気
使
用
室
の
限
定
に
よ
る
出

火
源
の
最
小
化
、
初
期
消
火
に
よ
り
火
災
に
ま
で

発
展
さ
せ
な
い
措
置
等
）、②
避
難
安
全
性
能
（
自

動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
に
よ
る
出
火
の
早
期
覚

知
、
非
常
用
照
明
の
設
置
や
階
段
の
緩
勾
配
化
に

よ
る
迅
速
か
つ
安
全
な
避
難
の
た
め
の
措
置
等
）、

③
構
造
耐
火
性
能
（
不
特
定
多
数
の
集
ま
る
施
設

な
ど
、
法
に
お
い
て
耐
火
建
築
物
と
し
て
の
性
能

が
求
め
ら
れ
る
用
途
等
へ
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

禁
止
）、
④
消
防
支
援
性
能
（
消
防
活
動
や
利
用

者
の
避
難
の
円
滑
性
を
支
え
る
た
め
、
敷
地
が
道

路
に
適
切
に
接
す
る
こ
と
）、
⑤
都
市
火
災
の
防

止
性
能
（
延
焼
防
止
の
た
め
の
軒
裏
の
防
火
改
修

等
）の
５
つ
の
性
能
に
分
け
て
判
断
す
る
。
な
お
、

こ
の
５
つ
の
性
能
分
類
は
、
そ
れ
ま
で
の
仕
様
規

定
中
心
の
基
準
に
か
わ
っ
て
、
性
能
規
定
が
導
入

さ
れ
た
平
成
10
年
の
法
改
正
の
検
討
の
際
に
用
い

ら
れ
て
い
た
分
類
で
あ
る
。

エ　

敷
地
周
辺
の
環
境
保
全

都
市
に
お
け
る
建
築
物
相
互
間
の
関
係
性
の
適

正
化
や
都
市
機
能
の
確
保
及
び
市
街
地
環
境
の
保

全
を
図
る
、
い
わ
ゆ
る
集
団
規
定
に
つ
い
て
も
、

法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
対
象
建
築
物
の
価
値
や

周
辺
の
市
街
地
環
境
の
状
況
等
を
加
味
し
た
対
応

を
行
う
。

接
道
要
件
（
法
第
43
条
）
や
用
途
制
限
（
法
第

48
条
）
等
に
つ
い
て
は
、
敷
地
の
安
全
性
確
保
や

市
街
地
環
境
の
保
全
等
に
お
け
る
根
幹
的
な
条
件

で
あ
る
た
め
、
法
の
規
定
を
準
用
す
る
。

ま
た
、
道
路
内
建
築
制
限
（
法
第
44
条
）
や
道

路
斜
線
制
限
（
法
第
56
条
）
に
つ
い
て
は
、
対
象

と
な
る
木
造
建
築
物
の
ほ
と
ん
ど
が
低
層
建
築
物

で
あ
り
、こ
れ
ら
の
制
限
の
趣
旨
で
あ
る
安
全
上
、

防
火
上
、
衛
生
上
等
の
観
点
で
市
街
地
環
境
に
著

し
く
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
は
な
い
た
め
、
基
本

的
に
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

先進・ユニーク条例



自治体法務研究 2013・春◆ 66

れ
る
特
定
の
大
工
が
定
期
的
に
家
々
を
訪
問
し
、

不
具
合
を
見
つ
け
て
は
修
繕
す
る
こ
と
で
木
造
建

築
物
の
性
能
を
維
持
し
て
き
た
。
ま
た
、
住
み
手

に
も
大
掃
除
時
の
畳
上
げ
な
ど
、
生
活
の
中
で
定

期
的
に
床
下
の
状
況
等
を
知
る
機
会
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
住
み
手
と
作
り
手
の
密
接
な
関
係
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
き
た
木
造
建
築
物
の
性
能
を
維
持
す
る

シ
ス
テ
ム
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

法
に
お
い
て
は
、定
期
報
告
制
度
（
法
第
12
条
）

が
準
備
さ
れ
て
い
る
が
、
京
町
家
等
の
木
造
建
築

物
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
対
象
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

の
建
築
物
の
性
能
維
持
に
関
し
て
は
、
所
有
者
等

の
努
力
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
法
第
８
条
）。

そ
の
た
め
、
条
例
で
は
、
保
存
活
用
計
画
に
保

存
建
築
物
の
状
態
を
定
期
的
に
調
査
す
る
項
目
を

定
め
、
調
査
結
果
を
市
長
に
報
告
す
る
こ
と
を
求

め
て
お
り
、
丁
寧
な
維
持
管
理
を
継
続
さ
せ
る
仕

組
を
設
け
て
い
る
。こ
の
定
期
報
告
制
度
に
よ
り
、

建
築
物
の
状
態
を
適
切
に
維
持
さ
せ
る
と
と
も

に
、
安
全
性
の
評
価
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
利
用

形
態
や
管
理
方
法
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対
応
が
保

存
活
用
計
画
の
通
り
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

も
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

４　

適
用
事
例

（
１
）
龍
谷
大
学
深
草
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス

容
積
率
制
限（
法
第
52
条
）、建
ぺ
い
率
制
限（
法

第
53
条
）
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
密
度
が
過
剰

に
集
積
し
な
い
よ
う
、
保
存
建
築
物
以
外
の
建
築

物
（
以
下
「
敷
地
内
建
築
物
」
と
い
う
。）
も
含

め
た
敷
地
単
位
で
検
討
す
る
が
、
10
平
米
程
度
の

小
規
模
の
増
築
等
に
つ
い
て
は
、
指
定
建
ぺ
い
率

の
超
過
を
一
定
許
容
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
条
例
で
は
、
敷
地
内
建
築
物
を
含
め
敷

地
単
位
で
建
築
計
画
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た

め
、
敷
地
内
建
築
物
の
建
替
え
や
増
築
等
の
建
築

計
画
に
つ
い
て
も
、
法
に
基
づ
く
建
築
確
認
申
請

を
行
う
前
（
建
築
確
認
申
請
が
不
要
な
場
合
は
、

そ
の
建
築
行
為
の
前
）
に
条
例
に
基
づ
く
市
長
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
第
８
条
）。

そ
の
理
由
は
法
の
適
用
を
受
け
な
い
保
存
建
築
物

は
、法
に
基
づ
き
算
出
す
る
建
ぺ
い
率
や
容
積
率
、

棟
間
で
必
要
と
な
る
延
焼
防
止
措
置
等
に
関
し
反

映
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、敷
地
単
位
で
み
る
と
、

法
の
規
定
だ
け
で
は
周
辺
と
比
べ
過
剰
に
集
積
し

た
建
築
計
画
や
、
保
存
建
築
物
に
対
し
て
支
障
の

あ
る
建
築
計
画
で
も
実
現
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。

オ　

維
持
管
理

木
造
建
築
物
の
性
能
を
継
続
的
に
維
持
す
る
た

め
に
は
、
定
期
的
に
点
検
及
び
修
繕
を
行
う
な
ど

の
、
丁
寧
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
古
く
は
い
わ
ゆ
る
「
出
入
大
工
」
と
呼
ば

平
成
24
年
12
月
に
は
、文
久
元
年
（
１
８
６
１
年
）

に
建
て
ら
れ
た
京
都
市
伏
見
区
深
草
に
あ
る
町
家
に

対
し
て
、
条
例
施
行
後
、
初
め
て
の
適
用
を
行
い
、

保
存
建
築
物
の
第
１
号
と
し
て
登
録
を
行
っ
た
。
こ

の
町
家
は
、
母
屋
、
離
れ
、
中
庭
、
土
蔵
等
で
構
成

さ
れ
る
比
較
的
規
模
の
大
き
な
町
家
で
、
旧
街
道
で

あ
る
本
町
通
り
に
面
す
る
厨
子
二
階
（
※
１
）
の
母

屋
は
、
出
格
子
、
通
り
庇
、
虫
籠
窓
（
※
２
）
等
、

京
町
家
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。

当
該
保
存
建
築
物
は
所
有
者
が
改
修
し
た
後
、
龍

谷
大
学
が
借
り
上
げ
、
学
習
の
場
、
地
域
と
の
交
流

の
場
と
し
て
活
用
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

平
成
25
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
改
修
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
保
存
・
活
用
の
概
要

こ
の
町
家
は
築
後
１
５
１
年
が
経
過
し
、
近
年
は

空
き
家
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
雨
漏
り
、
蟻
害
、
腐

朽
等
に
よ
る
構
造
的
な
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
建
築

物
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
大
規
模
な
修
繕
工
事

を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
施
設
と
し
て

活
用
す
る
た
め
に
は
便
所
部
分
を
建
て
替
え
、
男
女

別
の
ブ
ー
ス
や
多
目
的
機
能
を
有
す
る
大
き
め
の

ブ
ー
ス
を
増
設
す
る
な
ど
の
機
能
向
上
が
必
要
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
屋
根
の
全
面
的
な
葺
き
替
え
や
便
所
部

分
の
建
て
替
え
と
い
っ
た
建
築
行
為
を
行
お
う
と
す

れ
ば
、
法
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
上
に
突
出
し
た
状
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態
と
な
っ
て
い
る
庇
を
撤
去
し
、
町
家
特
有
の
木
戸

や
格
子
の
付
い
た
木
製
の
窓
を
防
火
サ
ッ
シ
に
取
り

替
え
る
こ
と
等
が
必
要
と
な
り
、
町
家
の
有
す
る
伝

統
的
な
構
造
、
意
匠
を
維
持
で
き
な
く
な
る
。
そ
の

た
め
本
条
例
を
適
用
し
、
町
家
の
特
徴
を
残
し
な
が

ら
も
安
全
性
を
向
上
さ
せ
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
改
変

さ
れ
た
外
観
を
修
復
す
る
と
と
も
に
、
柱
等
の
痛
ん

だ
部
分
の
修
繕
や
土
壁
の
増
設
、
屋
根
の
軽
量
化
等

に
よ
り
耐
震
性
能
を
向
上
さ
せ
、
館
内
禁
煙
・
火
気

厳
禁
の
徹
底
、
消
火
器
や
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設

置
等
に
よ
り
防
火
・
避
難
性
能
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
管
理
に
つ
い
て
は
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
と
と
も
に
管
理
日
誌
を
備
え
管
理
情
報
の
引
き

継
ぎ
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
に
活
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

（
３
）
手
続
等
の
経
過

こ
の
町
家
は
京
町
家
の
特
徴
を
有
し
て
い
た
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
は
何
ら
景
観
的
、
文
化
的
な
価
値
付

け
が
さ
れ
て
お
ら
す
、
条
例
の
対
象
建
築
物
に
該
当

し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
条
例
の
適
用
に
際
し

て
は
、
本
市
の
景
観
行
政
部
局
と
建
築
行
政
部
局
が

連
携
し
て
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
重
要
建
造
物
の
指

定
を
行
う
と
と
も
に
、
条
例
に
基
づ
く
保
存
建
築
物

の
登
録
の
手
続
を
進
め
た
。

平
成
24
年
４
月
１
日　

条
例
施
行

平
成
24
年
11
月
８
日　

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
重

要
建
造
物
に
指
定
（
条
例
の
対
象
建
築
物
に
該

当
）

平
成
24
年
12
月
６
日　

条
例
に
基
づ
く
保
存
建
築

物
登
録

平
成
24
年
12
月
14
日　

法
に
基
づ
く
建
築
審
査
会

の
審
議
・
同
意

平
成
24
年
12
月
18
日　

法
に
基
づ
く
適
用
除
外
建

築
物
の
指
定
、
条
例
に
基
づ
く
現
状
変
更
許
可

平
成
24
年
12
月
下
旬
以
降　

本
格
的
な
改
修
工
事

（
屋
根
の
全
面
葺
き
替
え
や
便
所
部
分
の
建
て

替
え
等
）

平
成
25
年
４
月　
「
龍
谷
大
学
深
草
町
家
キ
ャ
ン

パ
ス
」
開
所
予
定

図４　龍谷大学深草町家キャンパス
所在地 京都市伏見区深草直違橋６丁目
敷地面積 519.20㎡
建築物の名称 龍谷大学深草町家キャンパス
建築面積 256.61㎡
延べ面積 344.67㎡

各棟の概要

保存建築物１（母屋）
　延べ面積　１階170.15㎡　2階77.74㎡　合計247.89㎡
　階　　数　地上２階建て
　構　　造　木造
保存建築物２（離れ，廊下，便所，蔵１）
　延べ面積　１階60.62㎡　２階20.66㎡　合計81.28㎡
　階　　数　地上２階建て
　構　　造　木造
保存建築物３（蔵２）
　延べ面積　１階15.50㎡　合計15.50㎡
　階　　数　平家建て
　構　　造　木造

外観（改修前の平成２４年５月撮影）

先進・ユニーク条例
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が
重
要
で
あ
る
。
本
市
は
、
価

値
の
あ
る
京
町
家
等
の
保
存
・

活
用
に
つ
い
て
、
今
回
「
法
の

適
用
除
外
」
と
い
う
手
法
を
用

い
る
こ
と
と
し
た
が
、
こ
の
手

法
に
よ
る
保
存
・
活
用
の
実
現

に
は
所
有
者
、
使
用
者
及
び
行

政
が
緊
密
に
連
携
し
、積
極
的
、

か
つ
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
対

象
と
な
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
限
ら

れ
る
（
お
お
む
ね
５
０
０
軒
と

想
定
し
て
い
る
。）。
し
か
し
、

本
条
例
の
制
定
は
、
保
存
建
築

物
の
価
値
を
残
し
た
う
え
で
活

用
で
き
る
と
い
う
可
能
性
を
示

し
た
点
で
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
条

例
で
は
既
存
建
築
物
の
実
質
的

な
性
能
向
上
を
図
る
た
め
、
法

が
主
に
規
制
、
評
価
し
て
い
る

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
管
理
・
運
営
な
ど
の
ソ
フ

ト
面
も
含
め
て
建
築
物
の
性
能
を
評
価
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
こ
の
仕
組
は
法
の
遡
及
適
用
を
原
因
と

す
る
凍
結
効
果
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
既
存
建
築
物

に
関
す
る
現
行
の
法
制
度
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で

あ
る
。

５　

今
後
の
課
題
と
展
望

歴
史
都
市
・
京
都
の
景
観
を
形
成
し
、
生
活
文
化

を
伝
え
る
伝
統
的
な
木
造
建
築
物
を
継
承
し
よ
う
と

す
る
場
合
、
建
築
物
の
有
す
る
価
値
を
損
な
わ
ず
に

将
来
に
わ
た
っ
て
建
築
物
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と

一
方
、
京
都
市
内
に
は
条
例
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
法
施
行
以
前
に
建
築
さ
れ
た
貴
重
な
建
築
物
が
相

当
数
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
保
存
・
活
用
も
ま

た
、
本
市
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
数
は
本
条
例
が
想
定
し
て
い
る
対
象
建
築
物
の
数

よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
保
存
・
活
用
に

つ
い
て
は
、
条
例
の
対
象
拡
大
を
含
め
た
、
法
の
適

用
除
外
と
い
う
手
法
に
よ
る
対
応
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
一
方
、
法
の
下
で
安
全
性
確
保
と
保
存
・
活

用
を
両
立
さ
せ
る
仕
組
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

本
市
は
今
後
、
条
例
の
運
用
等
を
通
し
て
伝
統
的

な
木
造
建
築
物
の
保
存
・
活
用
の
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
が
、
こ
の
取
組
を
契
機
に
既
存
建
築
物
に
関

す
る
議
論
や
技
術
的
な
検
討
が
活
発
と
な
り
、
伝
統

的
な
木
造
建
築
物
を
含
め
既
存
建
築
物
の
有
効
な
保

存
・
活
用
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
注
釈
）

※
１　

厨
子
二
階
：
読
み
「
つ
し
に
か
い
」。
通
常

よ
り
も
軒
高
が
低
い
２
階
建
て
の
町
家
の
様
式
の

こ
と
。
階
高
の
低
い
２
階
部
分
は
住
居
用
で
は
な

く
主
に
倉
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

※
２　

虫
籠
窓
：
読
み
「
む
し
こ
ま
ど
」。
土
で
塗

り
込
ま
れ
た
縦
格
子
の
こ
と
。
虫
籠（
む
し
か
ご
）

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
呼
び
方

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

上段図面：配置図兼１階平面図（整備後）
下段図面：２階平面図（母屋部分。整備後）


